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Abstract
During a nine-year study, 35 species of mammals were found in Okayama Prefecture. These mammals 
included 15 species labeled by the Ministry of Environment and Okayama Prefecture as endangered. The 
populations and distribution of each species were determined from the records acquired during the study 
and showed that there were low populations of some species and an unbalanced species distribution. 
However, there were some areas and species that were not investigated. Future studies should include 
these uninvestigated areas and species to help advance conservation efforts.
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原　著

はじめに

　岡山県は，県北部に中国山地，県中部に吉備高
原，県南部に岡山平野，その沖に瀬戸内海を擁し，
多くの野生生物が生息している。動物の保全をは
かる上でそこに対象となる生物が生息しているか
どうかは，最も基礎的な情報であるに相違ない。
その生息状況について言及する場合，最新で多く
の具体的な確認記録に裏づけされたものであるこ
とが望ましいと思われる。
　岡山県における哺乳類を対象とした報告は，岡
山県のけもの（日本鳥類保護連盟岡山県支部，

1975），岡山県鳥獣生息分布調査報告書（岡山県，
1989），おかやまの自然第２版（岡山県編，1993）
などがあるが，それ以降まとまった報告がなされ
ることはなく現状では不明な点が多い。筆者らは，
岡山県内で確認された哺乳類について特筆すべき
案件があれば度々本誌等に速報を報告してきた
が，今回それらとともに普通種を含めて哺乳類の
全観察記録をとりまとめ，得られた記録から岡山
県内における各種の分布状況を考察し，今後の彼
らの生息状況を把握し保全していく基礎資料とな
るよう報告することとした。 

調査地と調査方法

　2002年から2010年11月にかけて岡山県内全域に
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おいて以下に示す５つの調査方法で確認された哺
乳類を記録した。なお，今回野外での捕獲に際し
ては環境省と岡山県の許可を得て行った。

　①直接観察法
　目視や鳴き声などで直接観察した生物を記録し
た。冬眠中のコウモリ類や動きの遅い種は写真撮
影等により客観的な証拠が残しやすいが，それ以
外の大半の生物はすぐに逃亡してしまい，客観的
な証拠が残しにくいのが欠点である。また，イタ
チ類やネズミ類など類似種が存在するものについ
ては細部の観察ができず同定が困難な場合があ
る。コウモリ類についてはバットディテクター

（Ultra Sound Advice社製：ＭＩＮＩ－３）等に
より超音波を発しながら飛翔する個体を確認した
ものについても本記録に含めた。

　②死体確認法
　自動車交通によるロードキルや捕食者等の攻撃
による怪我や病気などで死亡した生物を確認し記
録した。写真が撮影できることや標本採集するな
どすれば，客観的な証拠が残しやすく，細部まで
観察することが可能である点では優れる。また，
後にその証拠を知識がある人に識別してもらうこ
とも可能なので，直接観察法よりは知識や技術は
必要とされないといえる。ただし，本報告では，
状態が悪く種の判別が困難な場合は記録しなかっ
た。一部の標本については倉敷市立自然史博物館
および香川県さぬき市在住の川口敏氏に保管して
いただいているので，保全等に関する研究のため
標本が必要であれば筆者の一人である江木に問い
合わせていただければと思う。

　③トラップ法
　シャーマントラップ，はこわな，パンチュート
ラップ，墜落缶トラップ，家庭用粘着シートトラッ
プ，モールトラップ，ハープトラップ等の各種ト
ラップにより哺乳類を捕獲し記録した。主に小型
のネズミ類やモグラ類を確認するのに有効であ
る。捕獲して細部を確認でき写真等の客観的な証
拠も残しやすいが，設置時間・トラップの購入資
金・設置労力がかかることが欠点である。また，
ある程度のトラップの設置場所や方法等の知識と

技術が必要である。

　④自動撮影法
　赤外線自動撮影カメラにより撮影された哺乳類
を記録した。本報告では麻里府商事製（Field　
NoteⅡおよびField　NoteⅡａ）の自動撮影カメ
ラを用いて動物を撮影した。写真撮影されたもの
が記録となるので，客観的な記録が必ず得られる
点では優れるが，画角等の調整ができないため体
の一部のみしか撮影されないと，同定が困難な場
合がある。また，ネズミ類やイタチ類など類似し
た複数種が存在する場合，同定が困難である。ま
た，設置すればその後の労力はかからないものの，
結果が出るまでの時間と機材を購入する資金およ
び現像代がかかることが欠点である。

　⑤フィールドサイン法
　哺乳類の残した糞や足跡，爪跡，食痕，こすり
傷，獣毛，掘り返し，坑道などのフィールドサイ
ンを確認した。ただ，一部のフィールドサインは
人間の力や他の自然の摂理によっても類似した状
態になることもある。また，ネコ目等の糞による
同定には不確実性をともなうため，今回の調査で
はそれらは除いた。

結　　果

　今回の調査では，種まで同定できたものとして
哺乳類が35種，種の同定までには至らなかったが
記録したものとしてコウモリ目の一種，リス科の
一種，Rattus属の一種，ネズミ科の一種， Mustela
属の一種の５種類が確認された。種名と配列は，
岡山県野生生物目録2009の哺乳類目録（岡山県生
活環境部自然環境課，2009）に従った。各種の環
境省レッドリスト（環境省自然環境局野生生物課，
2007a；環境省自然環境局野生生物課，2007b），
岡山県版レッドデータブック2009－絶滅の恐れの
ある野生生物－（動物編）（岡山県生活環境部自
然環境課，2010）における各種の指定状況と調査
結果の総括を表１に，直接観察法の調査結果を表
２に，死体確認法の調査結果を表３に，トラップ
法の調査結果を表４に，自動撮影法の調査結果を
表５に，フィールドサイン調査結果を表６に，各
種の分布図を図１～40に，写真を１～40に，直接
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観察法，死体観察法，フィールドサイン法の詳細
を資料１～３示す。基本的に備考欄に氏名がない
ものは筆者４人のいずれかもしくは複数が直接確
認したものである。筆者４人以外の者が関係した
場合は備考にその氏名を明記した。また，コメン
トがあれば備考に付記した。分布図の市町村区分
については，平成の大合併により多くの市町村が

合併したが，一つあたりの市町村の面積が大きく
なりすぎて生物の分布を示すのに不都合なので，
旧市町村名で示すこととした。ただし，生息地保
護 の 観 点 か ら 記 録 の 極 少 な い カ ワ ネ ズ ミ
Chimarrogale platycephala， ニ ホ ン モ モ ン ガ
Pteromys momonga， ヤ マ ネGlirulus japonicus
については市郡名までの表記とした。
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表１．調査結果総括表．

No. 目名 科名 和名 学名 直接観察法 死体確認法 トラップ法 自動撮影法 フィールド
サイン法 環境省RDB 岡山県RDB

1 モグラ トガリネズミ カワネズミ Chimarrogale platycephala ○ 絶滅危惧Ⅰ類
2 モグラ トガリネズミ ジネズミ Crocidura dsinezumi ○ ○
3 モグラ モグラ ヒミズ Urotrichus talpoides ○ ○
4 モグラ モグラ ミズラモグラ Euroscaptor mizura ○ ○ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類
5 モグラ モグラ コウベモグラ Mogera wogura kobeae ○ ○
6 コウモリ キクガシラコウモリ キクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum ○ ○ ○
7 コウモリ キクガシラコウモリ コキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus ○ 絶滅危惧Ⅱ類
8 コウモリ ヒナコウモリ モモジロコウモリ Myotis macrodactylus ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ類
9 コウモリ ヒナコウモリ アブラコウモリ Pipistrellus abramus ○ ○

10 コウモリ ヒナコウモリ ヒナコウモリ Myotis macrodactylus ○ ○ 絶滅危惧Ⅰ類
11 コウモリ ヒナコウモリ ユビナガコウモリ Miniopterus fuliginosus ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ類
12 コウモリ ヒナコウモリ テングコウモリ Murina leucogaster ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類
13 コウモリ ヒナコウモリ コテングコウモリ Murina ussuriensis ○ 情報不足
14 コウモリ － コウモリ目の一種 Chiroptera sp. ○ ○
15 サル オナガザル ニホンザル Macaca fuscata ○ ○
16 ウサギ ウサギ ノウサギ Lepus brachyurus ○ ○ ○ ○
17 ネズミ リス ニホンリス Sciurus lis ○ ○ ○ 地域個体群 絶滅危惧Ⅱ類
18 ネズミ リス ニホンモモンガ Pteromys momonga ○ ○ 絶滅危惧Ⅰ類
19 ネズミ リス ムササビ Petaurista leucogenys ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧
20 ネズミ リス リス科の一種 Sciuridae sp. ○
21 ネズミ ヤマネ ヤマネ Glirulus japonicus ○ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類
22 ネズミ ネズミ スミスネズミ Eothenomys smithii ○ ○ ○ 情報不足
23 ネズミ ネズミ ハタネズミ Microtus montebelli ○ ○
24 ネズミ ネズミ カヤネズミ Micromys minutus ○ ○ 準絶滅危惧
25 ネズミ ネズミ アカネズミ Apodemus spesiosus ○ ○ ○
26 ネズミ ネズミ ヒメネズミ Apodemus argenteus ○ ○ ○
27 ネズミ ネズミ ドブネズミ Rattus norvegicus ○
28 ネズミ ネズミ クマネズミ Rattus rattus ○
29 ネズミ ネズミ Rattus属の一種 Rattus sp. ○
30 ネズミ ネズミ ネズミ科の一種 Muridae sp. ○ ○ ○ ○
31 ネズミ ヌートリア ヌートリア Myocastor coypus ○ ○ ○
32 ネコ イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides ○ ○ ○
33 ネコ イヌ ホンドキツネ Vulpes vulpes japonica ○ ○ ○
34 ネコ イタチ テン Martes melampus ○ ○ ○
35 ネコ イタチ イタチ Mustela itatsi ○ ○ 情報不足
36 ネコ イタチ チョウセンイタチ Mustela sibirica coreana ○
37 ネコ イタチ Mustela属の一種 Mustela sp. ○ ○ ○
38 ネコ イタチ アナグマ Meles meles ○ ○ ○
39 ウシ イノシシ ニホンイノシシ Sus scrofa leucomystax ○ ○ ○
40 ウシ シカ ニホンジカ Cervus nippon nippon ○ ○ ○ ○

総計 28 30 11 15 8 4 15

※○は確認があったことを示す．
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8
1

1
久

米
町

15
1

中
央

町
1

5
1

1
柵

原
町

2
2

1
美

作
町

4
1

1
作

東
町

1
5

1
英

田
町

1
1

1
1

1
久

米
南

町
1

12
1

川
上

村
1

1
4

1
八

束
村

1
1

1
1

中
和

村
3

1
1

1
1

3
1

1
富

村
1

2
1

1
1

1
1

湯
原

町
1

2
1

美
甘

村
1

1
6

新
庄

村
2

1
大

佐
町

2
1

勝
山

町
1

3
1

1
久

世
町

1
5

旭
町

1
4

2
落

合
町

2
6

1
1

1
北

房
町

12
1

9
1

1
有

漢
町

4
2

新
見

市
1

5
5

哲
多

町
1

賀
陽

町
2

4
1

5
1

2
高

梁
市

1
3

5
12

1
1

1
1

成
羽

町
1

1
備

中
町

1
5

川
上

町
2

1
1

4
芳

井
町

3
1

1
美

星
町

1
2

2
1

総
社

市
5

1
1

1
山

手
村

1
真

備
町

1
1

1
11

1
2

矢
掛

町
3

1
1

1
1

1
3

37
1

3
6

5
1

井
原

市
2

1
1

笠
岡

市
12

1
2

1
6

44
2

5
6

2
7

寄
島

町
1

鴨
方

町
2

1
1

1
金

光
町

1
倉

敷
市

1
1

18
1

1
7

6
1

1
船

穂
町

1
2

1
加

茂
川

町
12

2
1

建
部

町
1

9
1

2
6

吉
井

町
5

1
2

1
佐

伯
町

3
1

7
2

2
1

1
和

気
町

1
1

1
1

1
2

2
吉

永
町

1
備

前
市

3
2

1
熊

山
町

1
3

8
1

2
1

赤
坂

町
2

4
1

7
1

御
津

町
2

2
22

2
1

2
2

1
岡

山
市

1
50

1
7

4
11

山
陽

町
1

2
1

1
3

14
1

1
瀬

戸
町

1
6

20
6

15
1

8
1

3
長

船
町

1
邑

久
町

1
1

1
玉

野
市

2
1

総
計

6
22

3
18

7
1

24
50

19
2

31
1

1
1

4
4

2
3

1
3

36
38

4
15

62
7

31
69

36
6

5

※
数

字
は

確
認

個
体

数
を

示
す

．
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表４．トラップ法調査結果．

設置年月日 撤去年月日 調査市町村名 環境 わなの種類と個数

カ
ワ
ネ
ズ
ミ

ジ
ネ
ズ
ミ

ヒ
ミ
ズ

ミ
ズ
ラ
モ
グ
ラ

モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ

ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ

ハ
タ
ネ
ズ
ミ

ア
カ
ネ
ズ
ミ

ヒ
メ
ネ
ズ
ミ

ク
マ
ネ
ズ
ミ

ネ
ズ
ミ
科
の
一
種

備考

2006 5 3 2006 5 4 加茂町 渓流 はこわな×10，パンチュー×15，墜落缶×10 1 川口敏氏，平木寿一氏
2006 5 4 2006 5 5 阿波村 森林 パンチュー×20 3 川口敏氏，平木寿一氏
2006 5 4 2006 5 5 苫田郡 渓流 はこわな×10， 1 川口敏氏，平木寿一氏
2006 5 4 2006 5 5 阿波村 森林 パンチュー×20，墜落缶×8 確認無し，川口敏氏，平木寿一氏
2006 5 6 2006 5 7 川上町 森林 はこわな×10，パンチュー×20 1 2
2006 5 14 2006 5 20 川上町 森林 墜落缶×7 3
2006 5 20 2006 5 25 富村 森林 墜落缶×10 3
2006 6 4 2006 6 10 川上町 森林 墜落缶×5 1 1
2006 6 11 2006 6 17 川上村 森林 墜落缶×10 1 1
2006 6 14 2006 6 24 中和村 森林 墜落缶×13，モール×24 1 2
2006 6 14 2006 6 18 川上村 森林 墜落缶×4 確認無し
2006 6 24 2006 6 29 中和村 森林 墜落缶×5 1 1
2006 11 18 2006 11 19 奥津町 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 11 18 2006 11 19 中和村 渓流 はこわな×10 1
2006 11 18 2006 11 19 中和村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 11 18 2006 11 19 富村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 12 23 2006 12 24 新庄村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 12 23 2006 12 24 新庄村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 12 23 2006 12 24 新庄村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 12 23 2006 12 24 新庄村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 12 23 2006 12 24 新庄村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 12 23 2006 12 24 新庄村 渓流 はこわな×10 確認無し
2006 12 30 2006 12 31 総社市 草地 はこわな×15 1
2006 12 30 2007 1 1 真備町 草地 はこわな×28 2
2006 12 31 2007 1 1 総社市 草地 はこわな×14 1
2006 12 31 2007 1 1 総社市 草地 はこわな×14 1
2006 12 31 2007 1 1 総社市 草地 はこわな×14 1
2006 12 31 2007 1 1 真備町 草地 はこわな×14 2
2007 2 3 2007 2 4 笠岡市 草地 はこわな×15 確認無し
2007 2 3 2007 2 4 笠岡市 草地 はこわな×15 確認無し
2007 2 11 2007 3 22 川上町 森林 墜落缶×8 1 6 1
2007 3 20 2007 3 21 真備町 草地 シャーマン×20 3 5
2007 4 11 2007 4 12 新見市 渓流 はこわな×10 1
2007 4 11 2007 4 12 大佐町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 4 11 2007 4 12 大佐町 渓流 はこわな×10 1 捕食される
2007 4 11 2007 4 12 大佐町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 4 11 2007 4 12 大佐町 渓流 はこわな×10 1 捕食される
2007 4 11 2007 4 12 新見市 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 4 12 2007 4 13 新見市 渓流 はこわな×10 1
2007 4 12 2007 4 13 神郷町 渓流 はこわな×10 1
2007 4 12 2007 4 13 神郷町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 4 12 2007 4 13 神郷町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 2 2007 5 3 加茂町 渓流 はこわな×10 1
2007 5 2 2007 5 3 加茂町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 2 2007 5 3 阿波村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 2 2007 5 3 奈義町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 2 2007 5 3 奈義町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 2 2007 5 3 勝田町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 3 2007 5 4 西粟倉村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 3 2007 5 4 西粟倉村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 5 3 2007 5 4 西粟倉村 渓流 はこわな×10 1
2007 5 3 2007 5 4 東粟倉村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 6 30 2007 7 1 川上村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 6 30 2007 7 1 川上村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 6 ？ 2006 6 6 矢掛町 家屋 はこわな×4 1
2007 7 5 2007 7 6 上斎原村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 7 5 2007 7 6 上斎原村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 7 5 2007 7 6 上斎原村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 7 5 2007 7 6 上斎原村 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 7 5 2007 7 6 鏡野町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 7 5 2007 7 6 加茂町 渓流 はこわな×10 確認無し
2007 7 29 2007 8 4 中和村 森林 墜落缶×3 1
2007 8 26 2007 9 1 中和村 森林 墜落缶×4 2 1
2007 11 11 2007 12 2 高梁市 森林 墜落缶×6 2
2008 5 3 2008 5 4 中和村 渓流 はこわな×20 確認無し，橋本智明氏
2008 5 3 2008 5 4 中和村 森林 シャーマン×20 2 2 橋本智明氏
2008 5 3 2008 5 4 中和村 草地 モール×10 確認無し，橋本智明氏
2008 5 4 2008 5 5 阿波村 渓流 はこわな×20，シャーマン×15 確認無し
2008 7 21 2008 8 17 中和村 森林 墜落缶×7 9
2008 12 31 2009 1 23 鏡野町 森林 墜落缶×15 2 1 ネズミ科はアカネズミ幼獣？
2009 2 14 2009 2 15 鏡野町 森林 シャーマン×30 12
2009 5 1 2009 5 3 富村 渓流 はこわな×20 2
2010 1 23 2010 1 24 矢掛町 耕作地 モール×24 1
2010 2 12 2010 2 13 熊山町 森林 シャーマン×10 2
2010 2 12 2010 2 13 熊山町 森林 シャーマン×10 3
2010 2 20 2010 2 21 備前市 森林 シャーマン×20 2
2010 3 21 2010 3 22 佐伯町 森林 シャーマン×20 3 橋本智明氏
2010 7 18 2010 7 19 川上町 森林 ハープ×1 1

総計 1 1 30 2 1 5 4 37 17 1 5

※数字は確認個体数を示す．
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表５．自動撮影法調査結果．

設置年月日 撤去年月日 調査市町村名 環境

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ

コ
ウ
モ
リ
目
の
一
種

ノ
ウ
サ
ギ

ニ
ホ
ン
リ
ス

ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ

ム
サ
サ
ビ

ヤ
マ
ネ

ネ
ズ
ミ
科
の
一
種

タ
ヌ
キ

ホ
ン
ド
キ
ツ
ネ

テ
ン

Ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
ａ
属
の
一
種

ア
ナ
グ
マ

ニ
ホ
ン
ジ
カ

ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ

備考

2006 11 2006 11 旭町 森林と耕作地 8 1 杉山正俊氏
2006 11 2006 11 美作町 森林と耕作地 確認無し，杉山正俊氏
2006 11 2006 11 勝央町 森林と耕作地 2 杉山正俊氏
2006 12 2006 12 矢掛町 森林 10 1 5
2006 12 2006 12 矢掛町 森林 1 9
2007 1 2007 1 加茂川町 森林 4 1 3 5
2007 1 2007 2 川上町 森林 1 1
2007 2 2007 2 笠岡市 森林 2
2007 2 2007 2 川上町 森林 1
2007 5 2007 5 加茂町 森林 4 1 1
2007 6 2007 6 笠岡市 森林 2 3
2007 7 2007 8 中和村 森林 20 1
2007 7 2007 7 川上村 森林 1 10
2007 8 2007 9 苫田郡 森林 1 2 8
2007 9 2007 9 加茂町 森林 16 5
2007 10 2007 10 富村 森林 15
2008 3 2008 4 西粟倉村 渓流 9 3 Musutela属はニホンイタチ？
2008 3 2008 4 東粟倉村 渓流 7 5 1 2 Musutela属はニホンイタチ？
2008 4 2008 4 奥津町 渓流 1 7 4
2008 4 2008 4 加茂町 渓流 14 4 Musutela属はニホンイタチ？
2008 4 2008 4 鏡野町 渓流 1 4 1 Musutela属はニホンイタチ？
2008 4 2008 5 鏡野町 渓流 確認無し
2008 5 2008 5 上斎原村 渓流 5
2008 5 2008 5 阿波村 渓流 11
2008 5 2008 5 阿波村 渓流 1 2
2008 5 2008 6 阿波村 渓流 確認無し
2008 6 2008 6 富村 森林 6
2008 7 2008 7 苫田郡 森林 2
2008 7 2008 7 中和村 森林 1 13 1
2008 7 2008 8 富村 森林 14
2008 8 2008 8 富村 森林 4
2008 10 2008 10 中和村 森林 1 3
2008 2 27 2008 2 29 熊山町 森林 1
2008 2 28 2008 2 20 熊山町 森林 1
2008 3 1 2008 3 11 瀬戸町 森林 1
2008 4 6 2008 4 12 奈義町 森林 1 1
2008 4 16 2008 4 18 熊山町 森林 1
2008 4 27 2008 5 18 八束村 森林 1 1
2008 7 6 2008 7 20 川上村 森林 1
2008 9 23 2008 9 28 富村 森林 1
2009 1 3 2009 1 20 鏡野町 森林 4 2 4 3 2
2009 2 4 2009 2 22 備中町 森林 確認無し
2009 5 7 2009 6 7 奈義町 森林 1 1
2009 9 24 2009 9 26 富村 森林 確認無し
2009 10 12 2009 10 24 加茂川町 森林 1 1 1 1 1 1
2010 1 9 2010 1 23 笠岡市 耕作地 3 5 池田武彦氏
2010 1 23 2010 1 30 芳井町 森林 2
2010 1 23 2010 1 30 芳井町 森林 確認無し
2010 4 10 2010 4 17 八束村 森林
2010 4 29 2010 5 16 富村 森林 確認無し
2010 5 15 2010 5 22 富村 森林 1 1
2010 5 16 2010 6 20 中和村 森林 1
2010 6 20 2010 7 18 中和村 森林 1 1
2010 7 18 2010 9 18 中和村 森林 5
2010 9 18 2010 11 7 真庭郡 森林 2 11
2010 11 7 2010 11 21 中和村 森林 16

総計 1 5 9 19 4 4 2 168 49 7 48 14 2 2 20

※数字は撮影できた枚数を示す．
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表６．フィールドサイン法調査結果．

調査市町村名

ニ
ホ
ン
ザ
ル

ノ
ウ
サ
ギ

ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ

ム
サ
サ
ビ

リ
ス
科
の
一
種

カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

ヌ
ー
ト
リ
ア

ニ
ホ
ン
ジ
カ

上斎原村 68
奥津町 1 118 1
鏡野町 1 229 1
加茂町 1 101 1
阿波村 78
苫田郡 1

東粟倉村 68 1
西粟倉村 1 174 1
大原町 2
勝田町 27
奈義町 14
勝北町 10
勝田郡 1
津山市 1
久米町 1
中央町 2
美作町 44 2
作東町 25.5
英田町 8
川上村 2 141 2
八束村 1 20
中和村 1 186 5
富村 1 309

湯原町 26
美甘村 5
新庄村 1 94.5
勝山町 425
真庭郡 2
北房町 1 1
神郷町 1
新見市 1 1 585
哲多町 6
賀陽町 8 1
川上町 1 1
総社市 1 3
真備町 1
笠岡市 1
倉敷市 1 1

加茂川町 152.5
建部町 1
吉井町 102
佐伯町 224 8 1
和気町 808
吉永町 17
備前市 66
熊山町 71 5 2
赤坂町 6 1
御津町 1 36 1
岡山市 105 121
山陽町 72
瀬戸町 52
長船町 3
邑久町 1
牛窓町 1
玉野市 13
総計 1 9 4 9 4358.5 298 7 4

※数字は確認サイン数を示し，リス科の一種の0.5はオニグルミの実の半分を示す．
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図１．カワネズミの分布図． 図４．ミズラモグラの分布図．

図２．ジネズミの分布図． 図５．コウベモグラの分布図．

図３．ヒミズの分布図． 図６．キクガシラコウモリの分布図．
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図７．コキクガシラコウモリの分布図． 図10．ヒナコウモリの分布図．

図８．モモジロコウモリの分布図． 図11．ユビナガコウモリの分布図．

図９．アブラコウモリの分布図． 図12．テングコウモリの分布図．
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図13．コテングコウモリの分布図． 図16．ノウサギの分布図．

図14．コウモリ目の一種の分布図． 図17．ニホンリスの分布図．

図15．ニホンザルの分布図． 図18．ニホンモモンガの分布図．
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図19．ムササビの分布図． 図22．スミスネズミの分布図．

図20．リス科の一種の分布図． 図23．ハタネズミの分布図．

図21．ヤマネの分布図． 図24．カヤネズミの分布図．
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図25．アカネズミの分布図． 図28．クマネズミの分布図．

図26．ヒメネズミの分布図． 図29．Rattus属の一種の分布図．

図27．ドブネズミの分布図． 図30．ネズミ科の一種の分布図．
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図31．ヌートリアの分布図． 図34．テンの分布図．

図32．タヌキの分布図． 図35．イタチの分布図．

図33．ホンドキツネの分布図． 図36．チョウセンイタチの分布図．
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図37．Mustela属の一種の分布図． 図39．ニホンイノシシの分布図．

図38．アナグマの分布図． 図40．ニホンジカの分布図．
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考　　察

　表７に示すように調査結果から種別に調査努力
及びデータ数に関しての評価を行った。また，県

を北西部、北東部，南西部，南東部，島嶼部に区
分した際の分布域と生息数の予測概要を示した。
その後，分布域と生息数についての考察を行った。
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表７．種別の考察結果一覧表．

No. 種名
今回の
確認市
町村数

今回の
確認島
嶼数

調査努力及びデータ数に関しての評価
分布域と生息数の予測概要

分布域と生息数についての考察県北西
部

県北東
部

県南西
部

県南東
部 島嶼部

1 カワネズミ 1 0
データ数は少ないが，調査は行われており実際の生息個体数もかなり少
ないと考えれれる。苫田郡での記録は川口敏氏の仕掛けたわなにより捕
獲されたものである。その後も本種を狙って県北部の渓流にのべ300個程
度わなを仕掛け調査を試みたが，それ以上の捕獲にいたらなかった。

？ ＋ ？ ？ ？
良好な渓流環境が必要とされること考慮する
と，県北部の５市町村程度に分布し，個体数も
少ないと考えられる。

2 ジネズミ 5 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 △ ？ △ ？ ？

おそらく全県的に分布すると思われるが。生息
密度は高くない。記録が少ないが，積極的な調
査が難しいことに起因するものであろう。

3 ヒミズ 18 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはもう少し本種に特化し
た調査を行う必要があると考えられる。 ◎ ◎ ○ ○ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

4 ミズラモグラ 4 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 △ △ ？ ？ ？

良好な森林環境が必要とされることを考慮する
と，県北部の10市町村程度に分布すると考えら
れる。

5 コウベモグラ 10 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ○ ○ ○ ○ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

6 キクガシラコウモリ 42 1 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ◎ ◎ ◎ ◎ ＋ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。
7 コキクガシラコウモリ 14 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ○ ＋ ○ △ ？ 県西部では県東部よりも多いと思われる。
8 モモジロコウモリ 29 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ◎ △ △ ○ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

9 アブラコウモリ 5 0
データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。特に，捕獲しての確認記録は少なく，
コウモリ目の一種どまりの記録が多いと思われる。

？ ？ ？ ○ ？
県南東部以外にも分布すると思われるが，コウ
モリ目の一種どまりの記録が多く確証が得られ
ていない。

10 ヒナコウモリ 3 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはもう少し本種に特化し
た調査を行う必要があると考えられる。 ＋ ＋ ＋ △ ？ 全県的に分布する可能性もあるが，個体数は少

ない。
11 ユビナガコウモリ 18 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ◎ △ △ ○ ？ 県西部では県東部よりも多いと思われる。
12 テングコウモリ 12 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 △ ＋ △ ＋ ？ 県西部では県東部よりも多いと思われる。

13 コテングコウモリ 11 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはもう少し本種に特化し
た調査を行う必要があると考えられる。 △ △ △ △ ？ 全県的に分布する可能性もあるが，個体数は少

ない。

14 コウモリ目の一種 30 0
データ数が少なく，分布状況を推測するためにはもう少し本種に特化し
た調査を行う必要があると考えられる。バットディテクターで周波数や
音の違いによりも少なくとも４種程度のコウモリ類が確認されており，
その中に本件で未記録の種も含まれているかもしれない。

◎ ○ ◎ △ ？ 全県的に何らかのコウモリ類は生息していると
思われる。

15 ニホンザル 8 0
データ数は多くはないが，分布状況を推測できる程度の調査は行われて
いる。また，渡辺・林（2005）により本種に特化した分布調査が行われ
ている。

○ ？ ○ ＋ ？
渡辺・林（2005）の結果と同様で，県西部には
広く分布するが，県東部ではかなり局所的にし
か分布しない。

16 ノウサギ 24 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ◎ ◎ ◎ ◎ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

17 ニホンリス 10 0 データ数は少ないが，リス科の一種の結果と合わせれば分布状況を推測
できる程度の調査は行われている。 ＋ △ ？ △ ？ 山田（2006）で発表のとおり県南西部には分布

しないと思われる。

18 ニホンモモンガ 3 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ＋ ＋ ？ ？ ？

良好な森林環境が必要とされることを考慮する
と，県北部の10市町村程度に分布すると考えら
れる。

19 ムササビ 10 0
データ数が少なく，分布状況を推測するためにはもう少し本種に特化し
た調査を行う必要があると考えられる。川原（2003）により本種に特化
した分布調査が行われている。

△ ？ △ ＋ ？ 川原（2003）の結果と同様で，県西部には広く
分布するが，県東部では少ない。

20 リス科の一種 38 0 ほぼニホンリスと思われる食痕のデータであるが，データ数は多く，分
布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ○ ○ ？ ○ ？

ニホンリスと思われる食痕の記録で大半である
が，山田（2006）で発表のとおり県南西部には
分布しないと思われる。

21 ヤマネ 1 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ＋ ＋ ？ ？ ？

良好な森林環境が必要とされることを考慮する
と，県北部の10市町村程度に分布すると考えら
れる。

22 スミスネズミ 4 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 △ △ ＋ ？ ？ 県北部には広く分布するが，県南部では少ない。

23 ハタネズミ 4 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ？ ？ ○ △ ？ 県南部には広く分布するが，県北部では少ない。

24 カヤネズミ 18 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 △ △ ○ ◎ ？ 県南部には広く分布するが，県北部では少ない。

25 アカネズミ 15 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

26 ヒメネズミ 11 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ○ ○ △ △ ？ 県北部には広く分布するが，県南部では少ない。

27 ドブネズミ 2 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ？ ？ △ ？ ？ 県南部には分布しているが，県北部は不明であ

る。

28 クマネズミ 1 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ？ ？ △ ？ ？ 県南部には分布しているが，県北部は不明であ

る。

29 Rattus属の一種 1 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ？ ？ △ ？ ？ 県南部には分布しているが，県北部は不明であ

る。

30 ネズミ科の一種 11 0
カヤネズミ以外のネズミ類全般に言えることであるが，データ数が少な
く，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した調査を行う必要
があると考えられる。

◎ ◎ ○ ？ ？ 全県的に何らかのネズミ類は生息していると思
われる。

31 ヌートリア 21 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。三
浦（1976）により本種に特化した分布調査が行われている。 ？ ○ ◎ ◎ ？ 三浦（1976）の結果と同様で，県北西部には生

息していても分布していても極少数と思われる。
32 タヌキ 61 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ◎ ◎ ◎ ◎ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

33 ホンドキツネ 21 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 △ ○ ◎ ○ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

34 テン 39 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ○ ◎ ◎ ◎ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

35 イタチ 7 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 △ △ △ △ ？ 全県的に分布するが，個体数は少ない。

36 チョウセンイタチ 16 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ○ ○ ◎ ◎ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

37 Mustela属の一種 36 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ○ ○ ◎ ◎ ？ 全県的に何らかのイタチ類は生息していると思
われる。

38 アナグマ 26 0 データ数は多く，分布状況を推測できる程度の調査は行われている。 ◎ ◎ ◎ ◎ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

39 ニホンイノシシ 8 0 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 △ △ ○ ○ ？ 全県的に分布し個体数も多いと思われる。

40 ニホンジカ 11 1 データ数が少なく，分布状況を推測するためにはかなり本種に特化した
調査を行う必要があると考えられる。 ？ ◎ ＋ ○ ＋ 県東部には広く分布するが，県西部では少ない。

※予想される分布域と生息数（◎…多い，○…普通，△…少ない，＋…極少ない，？…不明）
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おわりに

　今回35種と種までの同定にいたらなかった５種
の哺乳類を報告することができたが，さまざまな面
で調査不足の感は否めない。地理的にみると，島
嶼部のデータはほとんどない。種別でみると，ニホ
ンイノシシやツキノワグマUrsus thibetanus japonicus
などの陸上の大型獣は被害報告や狩猟等の資料が
行政にあげられてくるのでそれを利用すればデー
タが得られると思われるが，ノレンコウモリMyotis 
bombinus，スナメリNeophocaena phocaenoides等
についてはそういった可能性も低く，さらなる調査
努力が求められる。外来生物であるアライグマ
Procyon lotor，ハクビシンPaguma larvataについ
ては今回確認されなかった。岡山県内では両種は
まだ少ないものと思われるが，今後の分布拡大が
懸念されることからデータ収集を行い甚大な被害
が発生する前に対策を講じていく必要がある。
　では，調査結果をよりよいものにしていくため
には我々は何をすべきであるのか。
　第一に，地元の大学等の研究を通じてある程度
専門的な調査ができる核となる人材を育てていく
ことが挙げられる。ただ，次のステップとしてそ
ういった技術を身につけた若者に魅力的な職を多
く提供できるような社会を目指していくことも必要
ではないかと思う。かつて農学部や理学部生物学
科等を卒業した多くの学生の就職先となった建設
コンサルタント業や環境調査業も公共事業の減少
と入札による安値合戦にあえいでおり，業界全体
が衰退し就職先としての魅力を失いつつある。か
つてのような行政が発注する公共事業等の開発に
付随した調査でなく，貴重種の保全のための調査
や農林業の被害防止等のための調査をおこなうこ
とは社会的に必要なことではあると思われるが，
現状をみると行政以外からそういった業務が発注
されて生計を立てていくのは非常に困難な状況で
ある。民間企業での就職難に加えて，生物に関す
る公務員，学芸員，学術機関等は採用枠が少なく，
他に能力をいかせる仕事が少ないことは今後の生
物の保全を考えると先行きが暗いといわざるをえ
ない。これらのことを改善していくには地道に啓
発を行いながら世論を変えて，政策に反映させて
いくしか道はないであろう。また，一般の人の中

から調査や保全に協力していただける人を発掘す
ることも必要である。筆者らは，時折，観察会の
講師なども引き受けておりしばしば感じることで
あるが，イベントを主催する団体数や回数自体は
増えているものの，現状の観察会の多くはその場
が楽しくて終了してしまう初心者向けの一過性の
もので，継続的な人材の育成につながっていない。
指導する側もこちら側から一方的に生物を探して
名前を教えるのではなく，生物を探索する能力，
同定する能力，結果を取りまとめ発表する一連の
能力を養い，生態解明や保全へと発展させること
ができるよう生物を学ぶことの楽しさと意義を伝
える工夫をしていく必要性を感じている。ただ，
昨今の野鳥観察の事例を見ると，野鳥に関心を持
ち写真撮影をする人は以前より確実に増えたのだ
が，地元の人とトラブルを起こしたり，繁殖行動
を妨害したりしてかえって生物の保全にマイナス
となる事例も多々報告されている（鳥くん，2010）。
単に関心を持つ人が増えれば，保全につながると
安直に考えていると思わぬしっぺ返しを食らう可
能性もあることは十分留意しておかねばならない。
　第二に，会報等への報告に慣れていない一般の
人の観察記録を生かしていくことが挙げられる。
今回の報告は，謝辞の項に示しているように多く
の方から貴重な記録をご提供いただき可能となっ
た。本人にとって自信がないデータでも標本や写
真を詳しい人に見てもらえば確実かつ貴重な記録
となりうる。特にニホンイノシシやニホンジカな
どといった種は識別も難しいものではなく偶発的
に観察することも多いと思われるので，マンパ
ワーの多さにものをいわせればより多くの記録が
得られるはずで，将来的にはより説得力のある定
量的な評価も可能となるかもしれない。
　第三に，生物技術者の社会的地位の向上をめざ
すことも必要である。具体的には，岡山県版ノー
ベル生物学賞のようなものをつくってみれば，先
に述べた人材の育成にも含めて効果が期待できる
と思われる。現在行われている観察会の講師やサ
ポート，アマチュア研究家による調査は多くがボ
ランティアで成り立っている。ボランティアでそ
ういったことを行うことは賞賛されるべきことで
はあるのだが，社会に貢献した人にそれ相応の対
価が支払われていないのは理不尽なことである。
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生枝氏，森田明義氏，森田真知子氏，森山要氏，
森分泰三郎氏，安原達郎氏，山下博明氏，山田信
光氏，山田豊子氏，結城昱，吉澤晴美氏，吉房育
恵氏（所属略，五十音順）。
　また，捕獲許可の申請にあたり岡山県職員の三
枝道生氏，田中康敬氏，物部直樹氏，中四国環境
事務所の平井和登氏にはさまざまな面でお力添え
をいただいた。ここに記してお礼申し上げる。
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状況について，しぜんしくらしき（57）：2-7．
倉敷市立自然史博物館．

また一面では，そういったことを仕事として行っ
ていきたいと考えるベンチャー企業等の活動を阻
害しているとも言えなくもない。金銭的な評価が
難しくとも，そういった生物の調査や保全に貢献
した人を社会の中で適切に賞賛して何らかの形に
していくことも重要なことではないかと思う。
　最後に，今後の哺乳類の保全を具体的にどのよ
うに進めていくかということについて述べる。今回
の調査で絶滅危惧種は15種確認されたが，貴重種
が生息していることすら認知されずに森林の伐採
を行ったり，道路等を作るために斜面を削ったりし
て貴重種の生息地が失われることも十分考えられ
る。なるべく早いうちに貴重種の生息を察知して配
慮を行い回避，最小化などの措置を講じることが理
想ではあるが，やむを得ず改変する場合には，貴
重種の生息に適した環境を人工的に創出し適切な
代償措置を検討することも保護策として必要であ
る。そういった場合には貴重種についての生態的な
知見が必要であることはいうまでもない。また、そ
の一方で，人間がいくら技術を進歩させお金をかけ
ても作ることのできない生物や環境も確実に存在す
る。そういったものの存在と価値を認識できなけれ
ば，より先進的な保全にはつながらないであろう。
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写真８．モモジロコウモリ（新見市，2004年
12月5日）

写真７．コキクガシラコウモリ（成羽町，
2004年12月4日）

写真６．キクガシラコクモリ（吉永町，2007
年3月18日）

写真５．コウベモグラ（高梁市，2005年6月4
日）

写真４．ミズラモグラ（中和村，2007年9月1
日）

写真３．ヒミズ（川上町，2007年3月17日）

写真２．ジネズミ（川上町，2007年3月15日）

写真１．カワネズミ（苫田郡，2006年5月5日）
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写真16．ノウサギ（笠岡市，2007年2月）

写真15．ニホンザル（大佐町，2007年4月11日）

写真14．コウモリ目の一種（北房町，2008年
2月25日）

写真13．コテングコウモリ（川上町，2010年
10月2日）

写真12．テングコウモリ（北房町，2004年12
月26日）

写真11．ユビナガコウモリ（成羽町，2004年
12月4日）

写真10．ヒナコウモリ（川上町，2007年11月
10日）

写真９．アブラコウモリ（瀬戸町，2010年11
月26日）
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写真24．カヤネズミ（瀬戸町，2002年10月20
日）

写真23．ハタネズミ（真備町，2007年3月21日）

写真22．スミスネズミ（中和村，2008年5月4
日）

写真21．ヤマネ（真庭郡，2010年9月）

写真20．リス科の一種の食痕（新見市，2006
年1月29日）

写真19．ムササビ（川上町，2007年2月3日）

写真18．ニホンモモンガ（苫田郡，2007年8
～9月）

写真17．ニホンリス（加茂町，2007年9月）
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写真32．タヌキ（加茂川町，2007年1月）

写真31．ヌートリア（岡山市，2005年1月29日）

写真30．ネズミ科の一種（矢掛町，2007年11
月25日）

写真29．Rattus属の一種（矢掛町，2009年6
月14日）

写真28．クマネズミ（矢掛町，2007年6月6日）

写真27．ドブネズミ（矢掛町，2007年10月28
日）

写真26．ヒメネズミ（中和村，2008年5月4日）

写真25．アカネズミ（真備町，2007年3月21日）
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写真40．ニホンジカ（日生町鹿久居島，2007
年12月16日）

写真39．ニホンイノシシ（加茂川町，2007年
1月21日）

写真38．アナグマ（東粟倉村，2008年3～4月）

写真37．Mustela属の一種（作東町，2008年4
月20日）

写真36．チョウセンイタチ（鏡野町，2005年
3月20日）

写真35．イタチ（落合町，2008年3月16日）

写真34．テン（川上町，2007年1～2月）

写真33．ホンドキツネ（加茂川町，2007年1月）
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資　　料

資料１．直接観察法調査票．
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資料２．死体観察法調査票．
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資料３．フィールドサイン法調査票．
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